
第８８４回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２８年９月１２日（月）午後１時３０分から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８８３回教育委員会会議録の承認について

４ 第８８４回教育委員会会議録署名委員の指名

５ 教育長報告

（１）県立特別支援学校における事故に係る和解について （特別支援教育室）

（２）職員の交通事故に係る和解について （文化財保護課）

６ 専決処分報告

（１）第３５７回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

７ 議 事

第１号議案 教育功績者表彰について （総 務 課）

第２号議案 宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正について （総 務 課）

第３号議案 職員の人事について （教 職 員 課）

第４号議案 自然の家条例の一部を改正する条例の一部の施行期日を定める規

則について （生 涯 学 習 課）

第５号議案 自然の家管理規則の一部改正について （生 涯 学 習 課）

８ 課長報告等

（１）第４回宮城県教育振興審議会の開催概要について （教 育 企 画 室）

（２）平成２９年度宮城県・仙台市公立学校教員採用候補者選考について （教 職 員 課）

９ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）平成２９年度宮城県立中学校入学者選抜募集要項等について （高 校 教 育 課）

（３）第４３回東北総合体育大会の結果について （スポーツ健康課）

（４）平成２８年度学校の校庭等における空間放射線量率測定結果について （スポーツ健康課）

（５）東北歴史博物館特別展「日本人とクジラ」 （文化財保護課）

１０ 次回教育委員会の開催日程について

１１ 閉 会 宣 言



 

 

第３５７回宮城県議会議案に対する意見について  

 

 平成２８年９月宮城県議会に提案される下記の予算議案及び予算外議案に

ついて，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号）第２９条の規定により知事から意見を求められたので，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）

第３条第１項の規定により平成２８年９月１日専決処分し，異議のない旨回

答した。よって同条第２項の規定により報告する。  

 

記  

 予算議案  

  ・平成２８年度宮城県一般会計補正予算  

 予算外議案  

・工事請負契約の締結について（宮城県水産高等学校校舎等改築工

事）  

・工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学校校舎等

災害復旧工事（その１））  

・工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学校校舎等

災害復旧工事（その２））  

・工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学校校舎等

災害復旧工事（その３））  

・工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎等災害復

旧工事（その４））  

・工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎等災害復

旧工事（その５））  

 

平成２８年９月１２日提出  

 

 

         宮城県教育委員会教育長   髙  橋    仁      

専決処分報告 (１) 
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１　補正予算の概要

２　事業の概要

小　　　　　　　　計

小　　　　　　　　計

３　債務負担行為（新規）

美術館企画展展示関連業務委託

石巻好文館高等学校の校舎改築設計に係るもの

ルノワール展の開催に伴う展示装飾等業務に係るもの

62,000

H28.10～
H30.3

3,000

スーパーグローバルハイスクール事業

9,000

国庫 9,000

　将来，国際的に活躍できるグローバル・リーダーの育成に要する
　経費の補正

　【対象校】気仙沼高等学校

高等学校情報教育推進事業

2,500

国庫 2,500

　情報通信技術を活用した教育振興事業に要する経費の補正

　【対象校】多賀城高等学校

[D-A]

H28.10～
H31.3

事 業 概 要 等

石巻好文館高等学校校舎基本・実施設計

現計予算額[B] ９月補正額[C] 計[B+C]=[D] [D/A]

単位：千円

期 間 限 度 額

校舎改築事業費

41,000

県債 41,000

　経年により老朽化し，構造耐力が低下している既存校舎の改築に
　要する経費の補正

　【対象校】石巻好文館高等学校

財 源

212,579,792 215,233,021 72,120 215,305,141

事 業 概 要 等

101.3%

区分 補 正 額

文
部
科
学
省

委
託
事
業

そ
の
他

財源
内訳

国庫支出金 県債

【参考】

中学校夜間学級設置促進事業

　中学校夜間学級の設置促進に資する研究や調査等に要する経費の
　補正

第３５７回宮城県議会（定例会）提出予算議案の概要
～平成２８年度９月補正予算の概要（教育庁関係分）～

620

単位：千円

単位：千円

620

国庫

平成２７年度 平成２８年度

2,725,349

比較

９月現計予算額[A]

12,120

60,000
単位：千円

一般財源

21,620 41,000 9,500

合計

72,120

遺跡緊急調査費

19,000

国庫 9,500

　栗原市「入の沢遺跡」の遺構保護に要する経費の補正

一財 9,500
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第３５７回宮城県議会（定例会）提出予算外議案の概要（教育庁関係分） 

 

 

 

（13） 議第 239 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

（14） 議第 240 号議案 

 

 

 

 

 

☆入 札 日あ平成28年7月14日 

☆予定価格あ1,786,320,000円（税込） 

☆落 札 率あ91.7% 

☆入札者数あ3者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月8日 

☆予 算 額あH28予算aa5,051,404千円 

☆入札方式あ債務負担a4,760,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※校舎改築事業費全体の額 

☆読 み 方 

あ・宇田川町：うだがわちょう 

工事請負契約の締結について（宮城県水産高等学校校舎 

等改築工事） 

●請 負 金 額 あ 1,637,280,000円 

●契約の相手方 あ 若生工業株式会社 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ石巻市宇田川町地内 

○工事内容あ校舎棟 ＲＣ造３階建 

あああああああ延床面積 4,907㎡ 

○工事内容あ格技場棟 Ｓ造平家 

あああああああ延床面積 265㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月３１日 

☆ 

☆入 札 日あ平成28年7月14日 

☆予定価格あ1,704,132,000円（税込） 

☆落 札 率あ91.9% 

☆入札者数あ4者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月9日 

☆予 算 額あH28予算aa5,651,613千円 

☆予 算 額あ債務負担a16,297,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※高等学校建設災害復旧事業全体の 

☆予 算 額ああ額 

☆読 み 方 

あ・気仙沼向洋：けせんぬまこうよう 

あ・長磯牧通：ながいそまぎどおり 

あ・加賀田組：かがたぐみ 

工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学 

校校舎等災害復旧工事（その１）） 

●請 負 金 額 あ 1,566,000,000円 

●契約の相手方あ江村・加賀田組復旧・復興建設工事共同企 

ああああああああ業体 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ気仙沼市長磯牧通地内 

○工事内容あ校舎棟 ＲＣ（一部Ｓ）造４階建 

あああああああ延床面積 6,113㎡ 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１９日 
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（15） 議第 241 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16） 議第 242 号議案 

 

 

 

 

 

☆ 

☆入 札 日あ平成28年7月14日 

☆予定価格あ1,166,184,000円（税込） 

☆落 札 率あ92.9% 

☆入札者数あ2者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月9日 

☆予 算 額あH28予算aa5,651,613千円 

☆入札方式あ債務負担a16,297,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※高等学校建設災害復旧事業全体の 

☆予 算 額ああ額 

☆読 み 方 

あ・気仙沼向洋：けせんぬまこうよう 

 ・長磯牧通：ながいそまぎどおり 

 ・小野良組：おのりょうぐみ 

工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学 

校校舎等災害復旧工事（その２）） 

●請 負 金 額 あ 1,083,240,000円 

●契約の相手方 あ 株式会社小野良組 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ気仙沼市長磯牧通地内 

○工事内容あ実習棟 Ｓ造２階建 

あああああああ延床面積 3,966㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１９日 

☆ 

☆入 札 日あ平成28年7月14日 

☆予定価格あ1,045,116,000円（税込） 

☆落 札 率あ94.0% 

☆入札者数あ3者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月9日 

☆予 算 額あH28予算aa5,651,613千円 

☆入札方式あ債務負担a16,297,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※高等学校建設災害復旧事業全体の 

☆予 算 額ああ額 

☆読 み 方 

あ・気仙沼向洋：けせんぬまこうよう 

 ・長磯牧通：ながいそまぎどおり 

工事請負契約の締結について（宮城県気仙沼向洋高等学 

校校舎等災害復旧工事（その３）） 

●請 負 金 額 あ 982,800,000円 

●契約の相手方 あ 石堂建設株式会社 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ気仙沼市長磯牧通地内 

○工事内容あ生徒会館棟 Ｓ造２階建 

あああああああ延床面積 1,379㎡ 

○工事内容あ屋内運動場あＳＲＣ（一部Ｓ）造平家 

あああああああ延床面積 1,336㎡ 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１９日 
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（17） 議第 243 号議案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18） 議第 244 号議案 

 

 

 

☆ 

☆入 札 日あ平成28年7月7日 

☆予定価格あ1,572,372,000円（税込） 

☆落 札 率あ90.0% 

☆入札者数あ4者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月2日 

☆予 算 額あH28予算aa5,651,613千円 

☆入札方式あ債務負担a16,297,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※高等学校建設災害復旧事業全体の 

☆予 算 額ああ額 

☆読 み 方 

あ・仙建工業：せんけんこうぎょう 

あ・高舘吉田：たかだてよしだ 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎 

等災害復旧工事（その４）） 

●請 負 金 額 あ 1,414,800,000円 

●契約の相手方 あ 仙建工業・奥田建設復旧・復興建設工事共 

●契約の相手方 あ 同企業体 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ農業機械科実習棟あＳ造２階建 

あああああああ延床面積 973㎡ 

○工事内容あ食品化学科実習棟 あ Ｓ造２階建 

あああああああ延床面積 1,146㎡あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１２日 

☆ 

☆入 札 日あ平成28年7月7日 

☆予定価格あ523,551,600円（税込） 

☆落 札 率あ91.0% 

☆入札者数あ6者 

☆入札方式あ条件付一般競争入札 

☆入札方式あ（総合評価落札方式） 

☆入札条件あＳランク企業 

☆入札条件あ県内に本社（本店）を有する等 

☆仮契約日あ平成28年8月2日 

☆予 算 額あH28予算aa5,651,613千円 

☆入札方式あ債務負担a16,297,000千円(H29） 

☆予 算 額あ※高等学校建設災害復旧事業全体の 

☆予 算 額ああ額 

☆読 み 方 

あ・高舘吉田：たかだてよしだ 

工事請負契約の締結について（宮城県農業高等学校校舎 

等災害復旧工事（その５）） 

●請 負 金 額 あ 476,388,000円 

●契約の相手方 あ 阿部建設株式会社 

●●所管あ施設整備課 

○施工地名あ名取市高舘吉田地内 

○工事内容あ草花管理棟 Ｓ造２階建 

あああああああ延床面積 229㎡ 

ああああああ温室あＳ造平家 

あああああああ延床面積 1,328㎡（６棟）あ外 

○工ああ期あ議決の日の翌日～平成３０年１月１２日 
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第２号議案 

 

宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正について 

 

 

 宮城県教育委員会行政組織規則（昭和４１年宮城県教育委員会規則第４号）の

一部を別紙のとおり改正する。 

 

   平成２８年９月１２日提出 

 

 

                      宮城県教育委員会教育長  髙 橋   仁 

第２号議案 
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宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
の
表
宮
城
県
仙
台
教
育
事
務
所
の
項
中
「
岩
沼
市
」
の
下
に
「
、
富
谷
市
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
表
中

「

「

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

」
を

に
改

宮
城
県
富
谷
高
等
学
校

富
谷
市

」

め
、
同
表
中
宮
城
県
富
谷
高
等
学
校
の
項
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
の
表
宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校
富
谷
校
の
項
中
「
黒
川
郡
富
谷
町
」
を
「
富
谷
市
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
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宮
城
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
新
旧
対
照
表

改

正

後

現

行

備

考

第
一
条
～
第
十
九
条

（
略
）

第
一
条
～
第
十
九
条

（
略
）

（
教
育
事
務
所
）

（
教
育
事
務
所
）

○
富
谷
町
の
市
制
施
行
に
伴

第
二
十
条

（
略
）

第
二
十
条

（
略
）

う
整
理

２

教
育
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
感
区
域
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

教
育
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
感
区
域
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

位
置

所
管
区
域

名
称

位
置

所
管
区
域

（
略
）

（
略
）

宮
城
県
仙
台
教

仙
台
市

塩
竈
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼

宮
城
県
仙
台
教

仙
台
市

塩
竈
市
、
名
取
市
、
多
賀
城
市
、
岩
沼

育
事
務
所

市
、
富
谷
市
、
亘
理
郡
、
宮
城
郡
、
黒

育
事
務
所

市

、
亘
理
郡
、
宮
城
郡
、
黒

川
郡

川
郡

（
略
）

（
略
）

３
～
４

（
略
）

３
～
４

（
略
）

第
二
十
一
条
～
第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
一
条
～
第
二
十
五
条

（
略
）

（
設
置
）

（
設
置
）

第
二
十
六
条

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
に

第
二
十
六
条

県
立
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）

よ
り
設
置
さ
れ
た
高
等
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
名
称
及
び
位

に
よ
り
設
置
さ
れ
た
高
等
学
校
、
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
名
称
及

置
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

名

称

位

置

名

称

位

置
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（
略
）

（
略
）

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

大
崎
市

宮
城
県
富
谷
高
等
学
校

富
谷
市

宮
城
県
蔵
王
高
等
学
校

刈
田
郡
蔵
王
町

宮
城
県
蔵
王
高
等
学
校

刈
田
郡
蔵
王
町

（
略
）

（
略
）

宮
城
県
黒
川
高
等
学
校

黒
川
郡
大
和
町

宮
城
県
黒
川
高
等
学
校

黒
川
郡
大
和
町

宮
城
県
富
谷
高
等
学
校

黒
川
郡
富
谷
町

宮
城
県
中
新
田
高
等
学
校

加
美
郡
加
美
町

宮
城
県
中
新
田
高
等
学
校

加
美
郡
加
美
町

（
略
）

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

第
二
十
七
条

（
略
）

２

分
校
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

分
校
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名
称

位
置

名
称

位
置

（
略
）

（
略
）

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

富
谷
校

富
谷
市

宮
城
県
立
利
府
支
援
学
校

富
谷
校

黒
川
郡
富
谷
町

（
略
）

（
略
）
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宮城県教育委員会行政組織規則の一部改正の概要

１ 改正の内容

黒川郡富谷町が富谷市となることに伴う改正

黒川郡富谷町が富谷市となることに伴い，「宮城県仙台教育事務所」の所管

区域に「富谷市」を追加し，また，「宮城県富谷高等学校」及び「宮城県立利

府支援学校富谷校」の位置の表記を「黒川郡富谷町」から「富谷市」とする

など所要の改正を行うもの。

【改正：第２０条，第２６条，第２７条関係】

２ 施行期日

平成２８年１０月１０日
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第４号議案

第４号議案

自然の家条例の一部を改正する条例の一部の施行期日を定める規則について

自然の家条例の一部を改正する条例の一部の施行期日を定める規則を別紙のと

おり定める。

平成２８年９月１２日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
四
号
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
と
す
る
。
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自然の家条例の一部を改正する条例の一部の施行期日を定める規則の概要

１ 制定理由

松島自然の家野外活動フィールドの供用開始に係る許可申請その他の
準備行為を行うことについて、自然の家条例の一部を改正する条例（平
成２８年宮城県条例第４４号）附則第１項ただし書きの規定により、そ
の施行期日を定める必要があるため。

２ 制定内容

松島自然の家野外活動フィールドの供用開始のための準備行為に係る
施行期日を平成２８年１０月１日とするもの。

※ 参考

自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
八
年
七
月
十
二
日

宮

城

県

知

事

村

井

嘉

浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
四
号

自
然
の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

自
然
の
家
条
例
（
昭
和
五
十
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
号
中
「
及
び
体
育
館
」
を
「
、
体
育
館
及
び
運
動
場
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
号
備
考
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６

コ
テ
ー
ジ
（
宮
城
県
松
島
自
然
の
家
に
限
る
。）

別
表
第
二
号
備
考
第
三
号
中
「
及
び
体
育
館
」
を
「
、
体
育
館
及
び
運
動
場
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

改
正
後
の
自
然
の
家
条
例
第
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
許
可
申
請
そ
の
他
の
準
備
行
為
は
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

運
動
場
（
宮
城
県
松
島
自
然
の

家
に
限
る
。
）

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
三
〇
〇
円
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自
然
の
家
条
例
新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

備

考

別
表
（
第
六
条
関
係
）

別
表
（
第
六
条
関
係
）

二

二

研
修
室
等
及
び
体
育
館

研
修
室
等
、
体
育
館
及
び
運
動
場

使

用

料

の

額

使

用

料

の

額

区

分

午
前
（
午
前

午
後
（
午
後

夜
間
（
午
後

午
前
・
午
後

午
後
・
夜
間

午
前
・
午
後

区

分

午
前
（
午
前

午
後
（
午
後

夜
間
（
午
後

午
前
・
午
後

午
後
・
夜
間

午
前
・
午
後

九
時
か
ら
正

一
時
か
ら
午

五
時
か
ら
午

（
午
前
九
時

（
午
後
一
時

・
夜
間
（
午

九
時
か
ら
正

一
時
か
ら
午

五
時
か
ら
午

（
午
前
九
時

（
午
後
一
時

・
夜
間
（
午

午
ま
で
）

後
五
時
ま
で
）

後
九
時
ま
で
）

か
ら
午
後
五

か
ら
午
後
九

前
九
時
か
ら

午
ま
で
）

後
五
時
ま
で
）

後
九
時
ま
で
）

か
ら
午
後
五

か
ら
午
後
九

前
九
時
か
ら

時
ま
で
）

時
ま
で
）

午
後
九
時
ま

時
ま
で
）

時
ま
で
）

午
後
九
時
ま

研
修
室
等

一
室
に
つ
き

二
、
五
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

三
、
一
〇
〇
円

研
修
室
等

一
室
に
つ
き

二
、
五
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

二
、
五
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

二
、
八
〇
〇
円

三
、
一
〇
〇
円

体
育
館

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

四
、
〇
〇
〇
円

体
育
館

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
〇
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

三
、
五
〇
〇
円

四
、
〇
〇
〇
円

新
施
設
「
運
動
場
」

運
動
場
（
宮
城
県
松
島
自

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
〇
〇
〇
円

二
、
三
〇
〇
円

を
設
置
す
る
も
の

然
の
家
に
限
る
。）

「
運
動
場
」
の
使

用
料
の
額
を
新
設
す

る
も
の

備
考

備
考

一

「
研
修
室
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

一

「
研
修
室
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

１

研
修
室

１

研
修
室

２

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
（
宮
城
県
蔵
王
自
然
の
家
及
び
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

２

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
（
宮
城
県
蔵
王
自
然
の
家
及
び
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

３

プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
宮
城
県
蔵
王
自
然
の
家
に
限
る
。）

３

プ
レ
イ
ル
ー
ム
（
宮
城
県
蔵
王
自
然
の
家
に
限
る
。）

４

音
楽
室
（
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

４

音
楽
室
（
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

「
研
修
室
等
」
に

５

会
議
室
（
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

５

会
議
室
（
宮
城
県
志
津
川
自
然
の
家
に
限
る
。）

「
コ
テ
ー
ジ
」
を
位

６

コ
テ
ー
ジ
（
宮
城
県
松
島
自
然
の
家
に
限
る
。）

置
づ
け
る
も
の

二

使
用
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
時
間
割
計
算
は
行
わ
な
い
。

二

使
用
時
間
が
こ
の
表
に
定
め
る
使
用
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
時
間
割
計
算
は
行
わ
な
い
。

三

研
修
室
等
、
体
育
館
及
び
運
動
場
の
使
用
料
は
、
こ
れ
ら
と
宿
泊
室
、
テ
ン
ト
又
は
山
小
屋
と
を
併
せ
て
使
用
す
る

三

研
修
室
等
及
び
体
育
館
の
使
用
料
は
、
こ
れ
ら
と
宿
泊
室
、
テ
ン
ト
又
は
山
小
屋
と
を
併
せ
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、

場
合
に
は
、
徴
収
し
な
い
。

徴
収
し
な
い
。
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野
外
炊
飯
棟
Ｂ

（
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
）

（
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
）

運
動
場

野
外
炊
飯
棟
Ａ

コ
テ
ー
ジ

テ
ン
ト
サ
イ
ト

松
島
自
然
の
家
野
外
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
図

【
各
施
設
の
概
要
】

○
【
管
理
棟
】

3
3
5
.9
1
㎡

・
職
員
の
執
務
室
，
宿
直
室
，
ト
イ
レ
，
車
庫
，
倉
庫
，
雨
天
時
の
活
動
場
所

○
【
コ
テ
ー
ジ
】

2
8
4
.6
4
㎡

・
板
張
り
の
フ
ロ
ア
に
約
4
0
名
宿
泊
で
き
る
施
設
，
可
動
式
仕
切
板
で
２
部
屋
に
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
雨
天
時
の
活
動
場
所
，
荒
天
時
の
避
難
場
所
，
シ
ャ
ワ
ー
６
，
更
衣
室
２
，
ト
イ
レ
１
０

○
【
野
外
炊
飯
棟
Ａ
】

3
8
4
.0
0
㎡

・
か
ま
ど
１
２
，
ガ
ス
コ
ン
ロ
６
，
流
し
場
，
倉
庫
，
足
洗
い
場
，
机
椅
子
１
０
人
×
１
２
グ
ル
ー
プ

○
【
野
外
炊
飯
棟
Ｂ
】

2
8
8
.0
0
㎡

・
か
ま
ど
１
６
，
ガ
ス
コ
ン
ロ
８
，
流
し
場
，
倉
庫
，
足
洗
い
場
，
机
椅
子
１
０
人
×
１
６
グ
ル
ー
プ

○
【
ト
イ
レ
棟
Ａ
】

3
8
.8
8
㎡

・
多
目
的
ト
イ
レ
２

○
【
ト
イ
レ
棟
Ｂ
】

2
0
.5
2
㎡

・
多
目
的
ト
イ
レ
２

○
【
運
動
場
】

約
8
0
0
0
.0
0
㎡

（
全
体
）

約
6
0
0
0
.0
0
㎡

・
２
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
（
ク
レ
イ
舗
装
）

約
1
0
0
0
.0
0
㎡

・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
（
天
然
芝
）

○
【
テ
ン
ト
サ
イ
ト
】

・
５
人
用
×
８
張
，
６
人
用
×
２
０
張
，
約
１
６
０
名
利
用
可

○
【
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
－
場
】

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ク
ル
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第５号議案

第５号議案

自然の家管理規則の一部改正について

自然の家管理規則（平成１７年宮城県教育委員会規則第１６号）の一部を別紙

のとおり改正する。

平成２８年９月１２日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁
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自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

自
然
の
家
管
理
規
則
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
二
号
中
、

「

会
議
室

円

」
を

「

会
議
室

円

コ
テ
｜
ジ

円

」
に

「

野
外
炊
飯
施
設

円

」
を

「

野
外
炊
飯
施
設

円

運
動

場
円

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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自
然
の
家
管
理
規
則
改
正

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

備

考

様
式
第
一
号
（
第
五
条
関
係
）

様
式
第
一
号
（
第
五
条
関
係
）

新
施
設
「
運
動
場
」
を
、

「
日
帰
り
」
に
加
え
る
も
の

新
施
設
「
コ
テ
ー
ジ
」
を
、

「
研
修
室
等
」
に
加
え
る
も

の

様
式
第
二
号
（
第
五
条
関
係
）

様
式
第
二
号
（
第
五
条
関
係
）

自 然 の 家 使 用 許 可 書
第 号
年 月 日

殿
宮城県 自然の家所長

年 月 日付けで申請のあった自然の家の使用については，
下記のとおり許可します。

記

行事名称 氏 名
使 用 の 連絡先 電話番号
目 的 ＦＡＸ番号
使 用 し よ う と 使用しようと 年 月 日 時 分から
す る 人 数 す る 日 時 年 月 日 時 分まで

中学生及びこ 高校生及びこ 学習活動等の 一般（大学生
区 分 れに準ずる者 れに準ずる者 引 率 者 を含む。） 計

以 下
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

宿 宿 泊 室
テ ン ト

泊 山 小 屋
研修室

日 研 プレイルーム
修 オリエンテーション室
室 音楽室

帰 等 会議室
コテージ

体 育 館
り 野外炊飯施設
運 動 場
そ の 他

自 然 の 家 使 用 許 可 申 請 書
年 月 日

宮城県 自然の家所長 殿
申請者 住所

氏名又は名称
法人その他の団体にあっ
ては，代表者の氏名
電話番号

下記のとおり使用したいので許可されるよう申請します。
記

行事名称 氏 名
使 用 の 連絡先 電話番号
目 的 ＦＡＸ番号
使 用 し よ う と 使用しようと 年 月 日 時 分から
す る 人 数 す る 日 時 年 月 日 時 分まで

中学生及びこ 高校生及びこ 学習活動等の 一般（大学生
区 分 れに準ずる者 れに準ずる者 引 率 者 を含む。） 計 ※ 使 用 料

以 下
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

宿 宿 泊 室 円
テ ン ト 円

泊 山 小 屋 円
研修室 円

日 研 プレイルーム 円
修 オリエンテーション室 円
室 音楽室 円

帰 等 会議室 円
コテージ 円

体 育 館 円
り 野外炊飯施設 円
運 動 場 円
そ の 他 円

（注）※印の欄は記入しないでください。

自 然 の 家 使 用 許 可 申 請 書
年 月 日

宮城県 自然の家所長 殿
申請者 住所

氏名又は名称
法人その他の団体にあっ
ては，代表者の氏名
電話番号

下記のとおり使用したいので許可されるよう申請します。
記

行事名称 氏 名
使 用 の 連絡先 電話番号
目 的 ＦＡＸ番号
使 用 し よ う と 使用しようと 年 月 日 時 分から
す る 人 数 す る 日 時 年 月 日 時 分まで

中学生及びこ 高校生及びこ 学習活動等の 一般（大学生
区 分 れに準ずる者 れに準ずる者 引 率 者 を含む。） 計 ※ 使 用 料

以 下
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

宿 宿 泊 室 円
テ ン ト 円

泊 山 小 屋 円
研 研修室 円

日 修 プレイルーム 円
室 オリエンテーション室 円

帰 等 音楽室 円
会議室 円

り 体 育 館 円
野外炊飯施設 円
そ の 他 円

（注）※印の欄は記入しないでください。

自 然 の 家 使 用 許 可 書
第 号
年 月 日

殿
宮城県 自然の家所長

年 月 日付けで申請のあった自然の家の使用については，
下記のとおり許可します。

記

行事名称 氏 名
使 用 の 連絡先 電話番号
目 的 ＦＡＸ番号
使 用 し よ う と 使用しようと 年 月 日 時 分から
す る 人 数 す る 日 時 年 月 日 時 分まで

中学生及びこ 高校生及びこ 学習活動等の 一般（大学生
区 分 れに準ずる者 れに準ずる者 引 率 者 を含む。） 計

以 下
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

宿 宿 泊 室
テ ン ト

泊 山 小 屋
研 研修室

日 修 プレイルーム
室 オリエンテーション室

帰 等 音楽室
会議室

り 体 育 館
野外炊飯施設
そ の 他
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自然の家管理規則の一部改正の概要

１ 改正理由

松島自然の家の野外活動フィールドの供用開始に伴い，新たに「コテー
ジ」及び「運動場」の日帰り利用が可能となることから，本規則において
所要の様式の改正を行う必要があるため。

２ 改正内容

様式第１号及び第２号中，日帰りの区分に「コテージ」及び「運動場」
の項を加えるもの。

３ 施 行 日

平成２８年１０月１日
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第４回宮城県教育振興審議会の開催概要について 

 

１ 開催日時 

平成２８年９月１日（木） 午前１０時から午前１１時５４分まで 

 

２ 開催場所 

宮城県行政庁舎４階 特別会議室 

 

３ 出 席 者 

別添出席者名簿のとおり（１６名出席） 

 

４ 内  容 

（１）議 事 

・ 第２期宮城県教育振興基本計画（中間案）について 

 

５ 主な意見 

（１）第２章 本県教育の現状 

【１ 本県教育を取り巻く社会の状況】に関する意見 

・ 「(4)ＩＣＴの進展」について，文部科学省がいう「情報活用能力」は，「情

報活用の実践力」，「情報科学的な理解」，「情報社会に参画する態度」の３つの

要素から定義されていることから，「情報社会に参画する態度」を本文に追加し

てはどうか。（堀田委員） 

・ 「(3)グローバル化の進展」と「(4)ＩＣＴの進展」について，県の置かれて

いる状況の記載を追加してはどうか。（加藤委員） 

   

【２ 本県教育の課題】に関する意見 

・ 「(3)体力・運動能力の低下」について，学校の組織的な取組として，運動

習慣の確立に加え，健康管理の確立も追記してはどうか。（山内委員） 

・ 課題に対する取組の関係が分かりにくい。（山田委員） 

 

【３ 宮城県教育振興基本計画の検証】に関する意見 

・ 第 2期計画における志教育の目標指標の検討に当たっては，目指す方向にき

ちんと沿ったものとなるよう意識してほしい。（瀨野尾委員） 

 

課長報告（１） 
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・ 「基本方向 4」について，教員が生徒と向き合える時間の確保というのも非

常に大事になってくることから，教育環境づくりの課題の一つとして，教員の

多忙化解消を追記してはどうか。（熊谷委員） 

 

（２）第４章 施策の展開 

【基本方向１：豊かな人間性と社会性の育成】に関する意見 

・ 志教育の視点というのは，大人になった姿を子どもだけではなく教員もそれ

を認識するということが，最も大事な考え方だと思う。〈「志教育」の推進〉の

イメージ図の中に描いていただくと非常に分かりやすく，県が構想しているも

のがもっとよく伝わるのではないか。（村上委員） 

 

 【基本方向２：健やかな体の育成】に関する意見 

・ ルルブル運動は，【基本方向 3：確かな学力の育成】や【基本方向 9：家庭・

地域・学校が連携・協働して子どもを育てる環境づくり】にも記述されている

が，宮城県独自の良い取組なので，「健やかな体の育成」でも記述してはどう

か。（山内委員） 

 

【基本方向３：確かな学力の育成】に関する意見 

・ 「(2)の国際理解教育の推進」について，言語面と視野を広げるという記述

はあるのだが，言語というのはあくまでもコミュニケーションの手段というこ

とで，何のためにそれをやるのかという，目的たる部分の記述がない。文章の

最後に，「相互の違いを理解した上で，国際交渉が出来る力を育む」という記

述を追加してはどうか。（松良委員） 

・ 「(3)ＩＣＴ教育の推進」について，①「MIYAGI Style」の更なる推進，②

学習の道具としてのＩＣＴ，③基本的生活習慣と情報モラル，④教員の仕事を

バックヤードとして支える校務の情報化，⑤避難場所としての学校のネットワ

ークインフラの整備，このような観点を追記してはどうか。また，自治体間格

差に県がしっかりと働きかけるというような取組や指標があっても良いので

はないか。（堀田委員） 

・ 「(4)時代の要請に応えた教育の推進」について，時代の要請に応えた教育

がシチズンシップ教育につながるということが分かりにくいので，具体的に記

述してはどうか。（山田委員） 
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【基本方向４：幼児教育の充実】に関する意見 

・ 幼児教育を支えるということを考えると，〈本県教育のイメージ〉の中の教

育現場の他に保育所を加えてはどうか。（村上委員） 

 

【基本方向５：多様な個性に対応したきめ細かな教育の推進】に関する意見 

・ 「(2)個々の能力を最大限に伸ばす学校づくり」について，ＩＣＴは子ども

と対応する時に有用なものであるものの，初めにＩＣＴ等との記述があると，

教材という意味がＩＣＴに限定されるのかと学校現場では誤解されかねない

ので，記述の場所を検討されたい。（村上委員） 

 

（３）その他の意見 

・ 施策等がイメージとして共有できるようなキーワードが必要ではないか。（瀨

野尾委員） 

・ いじめ問題や不登校問題のほか，学力の課題も学校だけの問題ではなく，家

庭や地域にも内在したものがたくさんあると思う。学校を支える家庭や地域が

もっとしっかりしていれば，学校はもっといろいろなことができるのではない

かと思う。それを含めて，今後の宮城の教育をどうするか，計画にどう盛り込

むのか，というところを是非考えていただきたいと思う。（木村委員） 
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（平成28年9月1日現在，五十音順）

氏　　　名 備考

有限会社伊豆沼農産代表取締役 伊 藤
い と う

秀 雄
ひ で お

認定NPO法人カタリバ代表理事 今 村
い ま むら

久 美
く み

欠席

加 藤
か と う

順 一
じゅんいち

国立大学法人東北大学加齢医学研究所所長 川 島
か わ しま

隆 太
り ゅ う た

欠席

川 向
かわむかい

真 美
ま み

木 村
き む ら

民 男
た み お

熊 谷
く ま が い

祐 彦
ま さ ひろ

瀨野尾
せ の お

千惠
ち え

NPO法人Switch理事長 高 橋
た か は し

由 佳
ゆ か

有限会社岩沼屋ホテル専務取締役 橘
たちばな　

眞 紀 子
ま き こ

欠席

学校法人宮城学院女子大学長 平 川
ひ ら か わ

新
あらた

気仙沼市家庭教育推進協議会長 星
ほ し

美 保
み ほ

国立大学法人東北大学大学院教授 堀 田
ほ り た

龍 也
た つ や

増田
ま す だ

恵美子
え み こ

松
まつ

良
ら

千 廣
ち ひ ろ

丸山
ま るやま

千佳子
ち か こ

欠席

村 上
む ら か み

由 則
よ し の り

村 山
む ら やま

十 五
と う ご

NPO法人宮城県レクリエーション協会事務局長 山 内
やま う ち

直 子
な お こ

東北電子産業株式会社代表取締役社長 山 田
や ま だ

理 恵
り え

所　　　　　属

第４回宮城県教育振興審議会　出席者名簿

宮城県小学校長会副会長
（大河原町立大河原小学校長）

前宮城県ＰＴＡ連合会副会長
（前富谷町立成田中学校ＰＴＡ会長）

宮城県私立幼稚園連合会理事長
（学校法人村山学園・学校法人おおとり学園理事長）

耕人塾塾長
（学校法人石巻専修大学教授）

宮城県高等学校ＰＴＡ連合会役員
（宮城県古川黎明高等学校ＰＴＡ役員）

宮城県高等学校長協会会長
（宮城県仙台第一高等学校長）

仙台市中学校長会会長
（仙台市立東仙台中学校長）

宮城県市町村教育委員会協議会委員
（松島町教育委員会委員）

宮城県私立中学高等学校連合会会長
（学校法人常盤木学園理事長）

国立大学法人宮城教育大学大学院教授
（前宮城教育大学附属特別支援教育総合研究センター長）
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氏　　　名 備考

教育長 髙 橋 仁

　〃 教育監兼教育次長 鈴 木 洋

　〃 教育次長 西 村 晃 一

　〃 参事兼総務課長 志子田 伸一

　〃 教育企画室長 伊 藤 正 弘

　〃 参事兼福利課長 菊 田 真 澄

　〃 教職員課長 山 本 剛

　〃 参事兼義務教育課長 清元 けい子

　〃 特別支援教育室長 門 脇 恵

　〃 高校教育課長 岡 邦 広

　〃 参事兼施設整備課長 横山 生次郎

　〃 スポーツ健康課長 松 本 文 弘

　〃 全国高校総体推進室長 鎌 田 直 人

　〃 生涯学習課長 新 妻 直 樹

　〃 全国高校総合文化祭推進室長 田 村 豊

　〃 技術参事兼文化財保護課長 山 田 晃 弘

総務部 参事兼私学文書課長 中村 今日子

保健福祉部 子育て支援課長 志 賀 慎 治

所　　　　　属

教育庁

第４回宮城県教育振興審議会　事務局出席者名簿
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1 

第２期宮城県教育振興基本計画（中間案）概要 
資料１ 

第１章 計画の策定に当たって 

◆策定の趣旨 
  平成２２年３月に「宮城県教育振興基本計画」（以下，「第１期計画」という。）を策定後，人口減少と少子高齢化
の急速な進行，東日本大震災の発生により，子どもや社会を取り巻く環境が大きく変化していることに加え，地方
教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され，教育委員会制度の抜本的な改革が行われたことなどから，
改めて教育施策の方向性等を示す「第２期宮城県教育振興基本計画」を策定するもの。 

第２章 本県教育の現状 

◆本県教育を取り巻く社会の状況 
 (1) 東日本大震災からの復興 
 (2) 人口減少社会の到来と地方創生の推進 
 (3) グローバル化の進展 
 (4) ICT（情報通信技術）の進展 
 (5) 雇用情勢の動向 

  
(6) 子どもの貧困率の悪化 
(7) 家庭環境や地域社会の変化 
(8) 文化芸術・スポーツへの関心の高まり 
(9) 国の教育改革の動向 
 

◆本県教育の課題 
 (1) いじめ問題への対応 
 (2) 不登校児童生徒の増加 
 (3) 体力・運動能力の低下 
 (4) 基礎的・基本的な学習内容の定着 
 (5) 英語教育の推進 
 (6) 教育の情報化の推進 
 (7) 幼児教育の推進 
 (8) 特別な支援を必要とする児童生徒の増加 

  
(9) 文化財の活用の促進 
(10) 防災体制の確立と次世代への継承 
(11) 教員の資質能力の向上と知識・技能の伝承 
(12) 家庭教育への支援 
(13) 地域の教育力の向上 
(14) 県民の学習ニーズをとらえた生涯学習の推進 
(15) 生涯スポーツ社会の実現に向けた環境の充実 
 

◆第１期計画の検証 
 ＜基本方向１：学ぶ力と自立する力の育成＞ 
  ○ 小・中学生ともに全国学力・学習状況調査の結果が全国平均を下回る傾向，高校生の学習習慣が定着し 
   ていない。本県独自の学力・学習状況調査の実施と活用，「学力向上に向けた５つの提言」を全ての教員に 
   示すなど，学力向上に向けて取り組んできたが，依然として「確かな学力」の定着に課題が見られる。 
  ○ 震災の影響により，多様なニーズに応じた学習機会の確保が課題となっている。 

 ＜基本方向２：豊かな人間性や社会性，健やかな体の育成＞ 
  ○ いじめの認知件数や不登校の児童生徒の人数は，震災の影響等も加わり全国平均を上回って増加傾向に 
   あり，いじめ・不登校等の未然防止，早期発見・早期対応が喫緊の課題となっている。 
  ○ 小・中学生ともに全国体力・運動能力，運動習慣等調査の結果が全国平均を下回る傾向が見られており， 
   外遊びや運動する場所の確保など，子どもたちの体力・運動能力の向上に向けた取組が課題となっている。 

 ＜基本方向３：障害のある子どもへのきめ細かな教育の推進＞ 
  ○ 仙台圏域を中心とした特別支援学校の狭隘化は未だ大きな課題，「宮城県特別支援教育将来構想」に基 
   づき，一人一人の様々な教育的ニーズに応じた適切な教育を展開し，合理的配慮の提供など，新たな取組 
   にも対応していくことが求められている。 

 ＜基本方向４：信頼され魅力ある教育環境づくり＞ 
  ○ 教員の急激な世代交代が進むことを踏まえ，優れた教員の確保や若手教員への指導力の伝承などが課題 
   となっている。 
  ○ 震災後は，被災した学校施設の復旧・再建，被災した児童生徒等に対する就学支援など，引き続き長期 
   的・継続的な取組が求められている。 

 ＜基本方向５：家庭・地域・学校が協働して子どもを育てる環境づくり＞ 
  ○ 震災の影響等もあり，朝食を欠食する児童が増加傾向，スマートフォン等の過度な使用による学習や睡眠， 
   学校生活などへの影響も懸念されている。 

 ＜基本方向６：生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進＞ 
  ○ 震災により生涯学習を取り巻く環境が大きく変化したことから，学習施設の早期復旧をはじめ，生涯学習の 
   ための文化・スポーツ面での活動がより充実するための多方面での支援が必要である。 

◆計画の位置付け 
 ・ 第１期計画の後継計画として，本県教育の目指すべき姿を明らかにするとともに，取り組むべき施策の方向  
  性等を示す計画 

 ・ 教育基本法第１７条第２項の規定に基づき地方公共団体が策定する計画 

◆計画の期間 
 ・ 平成２９年度を初年度とし，平成３８年度を目標年度とする１０年間 

 ・ 本計画に掲げた目標を着実に推進するため，具体的な施策及び事業を示すアクションプランを別途策定 

第３章 本県教育の目指す姿 

◆目指す姿 

 学校・家庭・地域の強い絆のもとで，よりよい未来を創造する高い志を持った，心身ともに健やかな子どもが育ってい
ます。 
 そして，人々が生きがいを持って，生涯にわたり，多様に学び，交流する中で，潤いのある文化を守り育む地域社会が
形成されています。 

◆計画の目標 

夢や志の実現に向
けて自ら学び，自ら
考え行動し，社会を
生き抜く人間を育
む。 
 

＜目標２＞ 

ふるさと宮城に誇り
を持ち，東日本大
震災からの復興，
そして我が国や郷
土の発展を支える
人間を育む。 

＜目標３＞ 

学校・家庭・地域の
教育力の充実と連
携・協働の強化を
図り，社会全体で
子どもを守り育てる
環境をつくる。 

＜目標４＞ 

生涯にわたり学び，
互いに高め合い，
充実した人生を送
ることができる地域
社会をつくる。 
 

＜目標５＞ 

自他の命を大切に
し，高い志と思いや
りの心を持つ，心身
ともに健やかな人
間を育む。 
 

＜目標１＞ 

第４章 施策の展開  ◆施策の基本方向 

＜基本方向６：郷土を愛する心と社会に貢献する力の育成＞ 
 (1) 伝統・文化の尊重と郷土を愛する心の育成 
 (2) 文化財の保護と活用 
 (3) 宮城の将来を担う人づくり  重点的取組８ 

 
＜基本方向７：命を守る力と共に支え合う心の育成＞ 
 (1) 系統的な防災教育の推進  重点的取組９  

 (2) 地域と連携した防災・安全体制の確立 

 
＜基本方向８：安心して学べる教育環境づくり＞ 
 (1) 教員の資質能力の総合的な向上  重点的取組１０  

 (2) 学びのセーフティネットの構築に向けた学習環境の整備充実 
                                    重点的取組１１  

 (3) 開かれた魅力ある学校づくりの推進  重点的取組１２  

 (4) 学校施設・設備の整備充実 
 (5) 私学教育の振興 

 
＜基本方向９：家庭・地域・学校が連携・協働して子どもを育てる環
境づくり＞ 

 (1) 家庭の教育力を支える環境づくり  重点的取組１３  

 (2) 地域と学校の新たな連携・協働体制の推進  重点的取組１４  

 (3) 子どもたちが安全で安心できる環境づくり 

 
＜基本方向１０：生涯にわたる学習・文化・スポーツ活動の推進＞ 
 (1) 誰もがいつでも学ぶことができる環境の充実  重点的取組１５  

 (2) 多様な学びによる地域づくり 
 (3) 文化芸術活動の推進 
 (4) スポーツの価値を活用した生涯スポーツ社会の構築  重点的取組１６  

 (5) 競技力向上に向けたスポーツ活動の推進 

第５章 計画の推進 

◆計画の推進に向けた施策の在り方 
 (1) アクションプランの策定及び計画の見直し 
 (2) 計画の点検・評価 
 

◆県民総がかりによる教育施策の展開 

◆関係機関，関係団体等との連携 
 (1) 学校での着実な実践 
 (2) 家庭や地域，企業や大学等との連携・協働 
 (3) 市町村教育委員会との連携 
 (4) 県関係部局との連携 

＜基本方向１：豊かな人間性と社会性の育成＞ 
 (1) 生きる力を育む「志教育」の推進  重点的取組１  

 (2) 思いやりがあり感性豊かな子どもの育成  重点的取組２  

 (3) いじめ・不登校等への対応，心のケアの充実  重点的取組３  

 
＜基本方向２：健やかな体の育成＞ 
 (1) 健康な体づくりと体力・運動能力の向上  重点的取組４  

 (2) 食育の推進 
 (3) 心身の健康を育む学校保健の充実 

 
＜基本方向３：確かな学力の育成＞ 
 (1) 基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用する力の伸長 
                                 重点的取組５  
 (2) 国際理解教育の推進 
 (3) ＩＣＴ（情報通信技術）教育の推進 
 (4) 時代の要請に応えた教育の推進 

 
＜基本方向４：幼児教育の充実＞ 
 (1) 幼児期における「学ぶ土台づくり」の推進  重点的取組６  

 (2) 幼児教育の充実のための環境づくり 
 (3) 幼児教育の推進に向けた体制づくり 

 
＜基本方向５：多様な個性に対応したきめ細かな教育の推進＞ 
 (1) 自立と社会参加に向けた切れ目のない支援体制づくり 
                                重点的取組７  

 (2) 個々の能力を最大限に伸ばす学校づくり 
 (3) 共生社会の実現に向けた地域づくり 



小学校 971 52 919 539 1,031 79 952 540

国語 111 7 104 40 122 6 116 61

社会 247 23 224 34 266 21 245 46

数学 184 8 176 37 185 12 173 80

理科 102 9 93 39 105 9 96 40

技術 24 2 22 14 26 1 25 14

英語 165 18 147 39 216 15 201 50

小計 833 67 766 203 920 64 856 291

保体 374 53 321 53 381 45 336 78

音楽 74 8 66 23 85 11 74 24

美術 66 7 59 16 73 4 69 18

家庭 40 6 34 18 49 4 45 12

小計 554 74 480 110 588 64 524 132

国語 82 10 72 27 96 7 89 24

公民 53 8 45 21 57 6 51 12

地歴 108 20 88 21 106 22 84 30

数学 116 9 107 27 144 9 135 22

理科 121 7 114 40 135 12 123 48

農業 15 2 13 8 23 1 22 10

水産 2 1 1 1 2 0 2 2

工業 51 8 43 18 55 4 51 30

商業 38 2 36 12 54 6 48 16

英語 93 6 87 34 107 19 88 30

看護 1 0 1 1

理療 5 1 4 4

福祉 15 4 11 7 19 1 18 14

小計 694 77 617 216 804 88 716 243

249 17 232 39 261 20 241 52

11 0 11 10 12 1 11 11

42 5 37 7 40 5 35 9

3,354 292 3,062 1,124 3,656 321 3,335 1,278

備考

◎　第２次選考　平成２８年９月１６日（金）・１７日（土），または１９日（月）・２０日（火）のうちいずれか。会場は別途本人あて通知。

◎　第２次選考結果は平成28年10月27日（木）午前10時にWebに掲載する。また同日付で本人あて通知する。

中・高

出願者数

募集せず

募集せず

栄養教諭Ｂ

合　　計

高　校

校種 教科等

中学校

養護教諭

栄養教諭Ａ

平成28年8月29日

欠席者数

平成２８年度

平成２９年度宮城県・仙台市公立学校教員採用候補者第１次選考の結果について

受験者数 合格者数

平成２９年度

出願者数 欠席者数 受験者数 合格者数

課長報告（２） 
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し
た
。

 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
日
 
程
 
平
成
２
８
年
８
月
２
８
日
（
日
）

 

 
 
場
 
所
 
名
取
市
増
田
西
公
民
館

 

 
 
目
 
的
 
父
親
の
家
庭
教
育
や
子
ど
も
会
活
動
等
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
応
援
す
る

 

こ
と
で
，
社
会
全
体
で
子
育
て
を
し
よ
う
と
す
る
気
運
の
醸
成
を
図
る
。

 

 
 
内
 
容
 
・
宮
城
県
で
活
躍
し
て
い
る
お
や
じ
の
会
，
お
父
さ
ん
の
会
の
紹
介

 

 
 
 
 
 
 
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
，
す
ず
め
踊
り
講
座

 

 
 
 
 
 
 
・
紙
芝
居
，
型
抜
き
，
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
 
な
ど

 

 
 
参
加
者
 
８
０
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
生
涯
学
習
課
）
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６
 

       

〇
都
立
高
校
生
が
宮
城
県
沿
岸
地
域
で
「
合
同
防
災
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
６
」
宿
泊
研
修
を
実
施

 

 
 
地
域
防
災
へ
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
，
都
立
高
等
学
校
の
生
徒
が
東
日
本
大

 

 
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
本
県
を
会
場
に
「
合
同
防
災
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
６
」
を
実
施
し
た
。

 

 
 
ま
た
，
当
該
事
業
で
は
，
石
巻
西
高
校
と
多
賀
城
高
校
の
生
徒
と
の
交
流
活
動
も
行
っ
た
。

 
 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
日
 
程
 
平
成
２
８
年
８
月
２
２
日
（
月
）
～
８
月
２
４
日
（
水
）
 

 

 
 
場
 
所
 
宮
城
県
沿
岸
地
域
（
南
三
陸
町
，
多
賀
城
市
，
東
松
島
市
，
石
巻
市
）

 

 
 
主
 
催
 
東
京
都
教
育
委
員
会

 

 
 
内
 
容
 
・
多
賀
城
高
校
生
徒
と
の
交
流
活
動

 

 
 
 
 
 
 
・
石
巻
西
高
校
生
徒
と
の
交
流
活
動

 

 
 
 
 
 
 
・
南
三
陸
町
で
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

 
 
 
 
 
 
・
防
災
士
養
成
講
座
・
演
習

 
等

 

 
 
参
加
者
 
都
立
高
等
学
校
生
徒
８
０
名
，
教
員
２
２
名

 

 
 
 
 
 
 
多
賀
城
高
校
生
徒
１
０
名

 

 
 
 
 
 
 
石
巻
西
高
校
生
徒
１
０
名
 
 
他

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

      

７
 

       

○
「
サ
ッ
カ
ー
Ｕ
－
１
４
女
子
モ
ン
ゴ
ル
代
表
チ
ー
ム
」
が
松
島
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

 

 
 
松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
サ
ッ
カ
ー
Ｕ
－
１
４
女
子

 

モ
ン
ゴ
ル
代
表
チ
ー
ム
の
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
１
６
日
（
火
）
に
県
を

 

表
敬
訪
問
し
た
。
 

 【
キ
ャ
ン
プ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】
 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
８
月
１
２
日
（
金
）
～
８
月
２
１
日
（
日
）
 

 
場

 
所

 
松
島
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

 
そ
の
他
 
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
実
施
し
て
い
る
「
国
際
交
流
・
ア
ジ
ア
貢
献
活
動
」
及
び
国
際
交
流
基
金
 

 
 
 
 
 
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の
。
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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８
 

    

○
「
張
本
智
和
選
手
」
が
ラ
オ
ッ
ク
ス
卓
球
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
荻
村
杯
２
０
１
６

 Ｕ
－
２
１
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝

 

 
 
ラ
オ
ッ
ク
ス
卓
球
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
荻
村
杯
２
０
１
６

 Ｕ
－
２
１
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で

 

優
勝
し
た
張
本
智
和
選
手
及
び
関
係
者
が
，
そ
の
報
告
の
た
め
８
月
２
５
日
（
木
）
に
県
を
表

 

敬
訪
問
し
た
。
 

 【
概
要
】
 

 
大
会
名
 
２
０
１
６
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
ス
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズ
ラ
オ
ッ
ク
ス
 

卓
球
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
荻
村
杯
 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
６
月
１
５
日
（
水
）
～
６
月
１
９
日
（
日
）
 

 
会

 
場

 
東
京
体
育
館
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

     

９
 

     

○
「
ヘ
レ
ン
・
エ
カ
ラ
レ
選
手
（
仙
台
育
英
）」

及
び
「
東
北
高
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
」
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝

 

 
 
平
成
２
８
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
中
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
で
優
勝
し
た
仙
台

 

育
英
学
園
高
等
学
校
の
ヘ
レ
ン
・
エ
カ
ラ
レ
選
手
（
陸
上
競
技
女
子
３
０
０
０
ｍ
）
及
び
東
北

 

高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
男
子
団
体
）
並
び
に
関
係
者
が
，
そ
の
報

 

告
の
た
め
９
月
５
日
（
月
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
概
要
】
 

 
大
会
名
 
平
成
２
８
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
 
２
０
１
６
情
熱
疾
走
中
国
総
体
 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
７
月
２
８
日
（
木
）
～
８
月
２
０
日
（
土
）
 

 
会

 
場

 
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）

 

    １
０

 

    

○
「
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
小
倉
純
二
Ｃ
Ｏ
Ｏ
」
が
知
事
表
敬

 

１
０
月
８
日
（
土
）
に
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｆ
リ
ー
グ
１
０
周
年
記
念

 

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
su
pp
or
te
d 
by
 D
UA
RI
G
」
の
報
告
の
た
め
，
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ

 

小
倉
純
二
Ｃ
Ｏ
Ｏ
他
関
係
者
が
，
９
月
８
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

 【
概
要
】
 

 
大
会
名
 
Ｆ
リ
ー
グ
１
０
周
年
記
念
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
su
pp
or
te
d 
by
 D
UA
RI
G 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
１
０
月
８
日
（
土
）
 

 
会

 
場

 
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
）
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       １
１

 

       

〇
平
成
２
８
年
度
「
学
ぶ
土
台
づ
く
り
」
研
修
会
を
開
催

 

 
 
第
２
期
「
学
ぶ
土
台
づ
く
り
」
推
進
計
画
に
基
づ
き
，
本
県
の
幼
児
教
育
推
進
の
一
環
と
し
て
，
幼
稚
園
，

 

保
育
園
等
の
関
係
者
（
園
長
，
教
諭
，
保
育
士
等
）
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
た
。
２
回
目
と
な
る

 

今
年
度
は
小
学
校
教
員
も
対
象
に
加
え
，
幼
保
小
連
携
等
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
も

 

行
っ
た
。

 

【
概

 
要
】

 

開
催
日
 
平
成
２
８
年
８
月
２
７
日
（
土
）

 

会
 
場
 
県
庁
２
階
 
講
堂

 

内
 
容
 

(1
)説

明
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ
い
て
」

 

 
 
 
 
 
 
 
保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
 
大
竹
幸
恵
子
育
て
支
援
政
策
専
門
監

 

 
 
 
 
 

(2
)講

演
「
教
育
要
領
・
保
育
指
針
の
改
定
を
見
据
え
た
幼
児
教
育
・
幼
保
小
連
携
」

 

 
 
 
 
 
 
 
講
師
：
宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
幼
児
教
育
講
座
 
佐
藤
哲
也
教
授

 

 
 
 
 

(3
)情

報
交
換

 

参
加
者
 
県
内
国
公
私
立
幼
稚
園
の
園
長
，
教
員
等

 

 
 
 
 
県
内
保
育
所
（
園
）
及
び
認
可
外
保
育
施
設
の
所
長
（
施
設
長
），

保
育
士
等

 

 
 
 
 
県
内
認
定
こ
ど
も
園
の
園
長
及
び
教
員
，
保
育
士
等
 
 
 
１
３
８
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
教
育
企
画
室
）

 

      １
２

 

〇
平
成
２
８
年
度
第
４
４
回
宮
城
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
「
生
徒
の
集
い
」
開
催
 

 
 
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
に
お
け
る
生
徒
会
活
動
の
推
進
を
図
る
一
環
と
し
て
，
生
徒
の

 

自
主
性
や
生
徒
相
互
の
連
帯
感
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
「
生
徒
の
集
い
」
を
開
催
し
た
。

 

【
概

 
要
】
 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
９
月
３
日
（
土
）
９
：
５
０
～
１
４
：
０
０
 

 
場

 
所

 
旭
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
及
び
仙
台
市
営
地
下
鉄
各
駅
周
辺
 

 
主

 
催

 
宮
城
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
研
究
会
，
宮
城
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
定
通
部
 

 
 
内
 
容
 
各
校
か
ら
の
参
加
者
４
７
名
が
学
校
を
超
え
て
９
班
に
分
か
れ
，
地
下
鉄
の
１
日
乗
車
券
を
使
い
，
 

与
え
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
４
枚
の
目
的
地
の
書
か
れ
た
ヒ
ン
ト
カ
ー
ド
を
各
班
に
配
布
，
そ
れ
 

が
地
下
鉄
の
ど
の
駅
か
を
班
で
推
理
し
，
さ
ら
に
そ
の
目
的
地
ま
で
た
ど
り
着
き
カ
ー
ド
に
載
っ
 

て
い
る
も
の
と
同
じ
施
設
（
建
物
）
の
写
真
を
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
で
撮
影
す
る
）
を
皆
で
協
力
し
な
が
ら
 

解
決
す
る
と
い
う
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
取
組
。
解
決
後
，
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
た
生
徒
は
，
学
 

校
の
枠
を
超
え
て
そ
の
日
の
出
来
事
や
発
表
の
段
取
り
に
つ
い
て
楽
し
そ
う
に
話
し
合
い
を
し
，
 

誰
が
発
表
す
る
の
か
，
ip
ad

の
操
作
は
誰
が
す
る
の
か
等
，
撮
影
し
て
き
た
写
真
を
見
て
盛
り
上
 

が
っ
て
い
ま
し
た
。
県
内
に
多
く
の
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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       １
３

 

       

〇
泉
高
等
学
校
及
び
仙
台
東
高
等
学
校
の
英
語
科
の
生
徒
が
学
習
成
果
を
発
表

 

 
 
県
内
の
公
立
高
校
で
英
語
科
を
設
置
し
て
い
る
泉
高
等
学
校
及
び
仙
台
東
高
等
学
校
の

 
 
生
徒
が
，「

英
語
科
発
表
会
」」

を
開
催
し
，
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
た
。

 
 

【
概
 
要
】
 

 
 
日
 
 
時
 
平
成
２
８
年
８
月
２
９
日
（
月
）
 

 
 
場
 
 
所
 
イ
ズ
ミ
テ
ィ
２
１
 
小
ホ
ー
ル
 

 
 
発
表
内
容
 
・
Re
ci
ta
ti
on
 
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
暗
唱
）
 

 
 
 
 
 
 
 
・
Sh
ow
 &
 T
el
l 

シ
ョ
ー
＆
テ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
・
Pr
es
en
ta
ti
on
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

 
 
 
 
 
 
 
・
Sk
it
 
ス
キ
ッ
ト
（
寸
劇
）
 

 
 
 
 
 
 
 
・
De
ba
te
 
デ
ィ
ベ
ー
ト
 

 
 
参
 加

 者
  
泉
高
等
学
校
英
語
科
１
，
２
，
３
年
生
及
び
保
護
者
 

 
 
 
 
 
 
 
仙
台
東
高
等
学
校
英
語
科
１
，
２
年
生
及
び
保
護
者
 

 
 
 
 
県
内
各
高
等
学
校
，
泉
区
内
中
学
校
教
員
の
参
加
希
望
者
 
 
 
 
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ス
キ
ッ
ト

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「
日
米
の
共
通
点
・
相
違
点
」
 
 
 
 
 
 
 
「
コ
ン
ビ
ニ
店
員
と
強
盗
」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 

      １
４

 

         

〇
第
６
３
回
「
国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
高
校
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
」
宮
城
県
予
選
を
開
催

 
 
 
高
校
生
が
国
際
連
合
に
関
す
る
主
張
を
通
し
て
，
国
際
理
解
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
考
え
る

 

 
こ
と
を
目
的
に
，「

国
際
理
解
・
国
際
協
力
の
た
め
の
高
校
生
の
主
張
コ
ン
ク
ー
ル
」
宮
城
県

 
予
選
を
開
催
し
た
。
 

【
概

 
要
】
 

 
日

 
程

 
平
成
２
８
年
９
月
７
日
（
水
）
 

 
場

 
所

 
仙
台
白
百
合
学
園
高
等
学
校
 

 
主

 
催

 
宮
城
県
高
等
学
校
国
際
教
育
研
究
会
（
県
内
の
公
立
・
私
立
で
構
成
）
 

 
テ
ー
マ
 
下
記
３
つ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
６
分
以
内
で
意
見
発
表
 

①
 
国
連
加
盟
６
０
周
年
を
迎
え
る
日
本
は
，
そ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
，
今
後
，
国
連
の
場
 

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
べ
き
か
。
 

②
 
昨
年
，
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
た
が
，
今
後
，
 

日
本
と
国
際
社
会
は
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
実
施
に
取
り
組
む
べ
き
か
。
 

③
 
あ
な
た
が
国
連
事
務
総
長
だ
っ
た
ら
，
紛
争
に
伴
う
人
道
問
題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決
す
る
か
。

 

 
 

最
優
秀
賞
 
仙
台
二
華
高
等
学
校

 
2
年
 
西
貝
 
茂
辰
 
 
※
１
０
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
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        １
５

 

         

〇
仙
台
第
三
高
等
学
校
の
生
徒
が
｢グ

ロ
ー
バ
ル
・
リ
ン
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

2
01

6
｣で

 

｢
サ
イ
エ
ン
ス
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
｣
を
受
賞

 

 
仙
台
第
三
高
等
学
校
の
生
徒
が
，
今
年
７
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
国
際
 

大
会
で
あ
る
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
中
高
生
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

 

リ
ン
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
20
16
」
で
の
研
究
発
表
で
，
「
サ
イ
エ
ン
ス
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
シ

 

ョ
ン
部
門
ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
」
を
受
賞
し
，

 

報
告
の
た
め
，
９
月
８
日
（
木
）
に
県
を
表
敬
訪
問
し
た
。

 

【
開
催
概
要
】
 

 
開
 催

 日
 
平
成
２
８
年
７
月
２
３
日
（
土
）
～
２
６
日
（
火
）
 

 
会

 
  
場
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
 イ

ェ
ー
ル

-N
US
大
学
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
（
NU
S）

 

 
受

 賞
 者

 
仙
台
第
三
高
等
学
校
 
３
年
 
岩
間
 
公
希
 

 
研
究
内
容
  
「
廃
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
再
固
化
技
術
の
開
発
～
捨
て
ら
れ
る
が
れ
き
に
新
た
な
命
を
～
」
 

 
参

 加
 者

 
ア
ジ
ア
圏
６
つ
の
国
と
地
域
（
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
・
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
台
湾
）
か
ら
，
計
２
７
校
，
８
２
名
の
中
高
生
が
参
加
 

 
 
※
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ン
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
と
は
 

 
 
 
 
 
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
す
る
世
界
各
国
の
中
高
生
が
，
科
学
や
国
際
課
題
に
関
す
る
考
え
・
 

研
究
成
果
を
持
ち
寄
り
，
英
語
を
使
っ
て
国
際
舞
台
で
発
表
や
意
見
交
換
を
行
う
国
際
大
会
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）
 

     １
６

 

        

〇
岩
ヶ
崎
高
等
学
校
で
英
語
教
育
研
究
会
を
開
催

 
 
 
県
の
先
進
的
英
語
教
育
充
実
支
援
事
業
拠
点
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
岩
ヶ
崎
高
等
学
校

 

 
に
お
い
て
，
関
西
大
学
外
国
語
学
部
教
授
の
田
尻
悟
郎
氏
を
招
き
，
英
語
教
育
研
究
会
を
開

 

催
し
た
。

 

【
開
催
概
要
】

 

 
開
催
日
 
平
成
２
８
年
９
月
９
日
（
金
）

 

 
場

 
所

 
岩
ヶ
崎
高
等
学
校

 

 
内

 
容

 
公
開
授
業
①
 
岩
ヶ
崎
高
教
員

 

 
 
 
 
 
公
開
授
業
②
③
 
田
尻
悟
郎
教
授

 

 
 
 
 
 
講
演
会
 
「
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
英
語
の
授
業
」

 
田
尻
悟
郎
教
授

 

 
参
加
者
 
県
内
の
英
語
教
員
等

 
約
７
０
名

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
担
当
：
高
校
教
育
課
）

 



- 
9 

-
 

 

     １
７

 

   

○
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
Ｐ
Ｒ

 
 
８
月
２
７
日
（
土
）
に
ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台
で
行
わ
れ
た
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
ホ
ー
ム

 
ゲ
ー
ム
で
，
高
校
生
活
動
推
進
委
員
の
生
徒
が
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

 
 
当
日
の
来
場
者
は
１
４
，
０
０
０
人
を
超
え
，
試
合
開
始
前
に
ス
タ
ジ
ア
ム
前
の
広
場
で
チ
ラ

 
シ
と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
横
断
幕
と
の
ぼ
り
を
持
っ
て
ピ
ッ
チ

 
を
歩
き
，
多
く
の
観
客
へ
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

 
 
 ※
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
，
ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台
で
男
女
サ
ッ
カ
ー
の
決
勝
戦

 
が
行
わ
れ
る
。
 

 

（
担
当
：
全
国
高
校
総
体
推
進
室
）

 

        １
８

 

○
『
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
・
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
開
催
３
０
０
日
前
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
』
を
開
催

 

来
年
の
夏
に
宮
城
県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
み
や
ぎ
総
文

20
17
」
及
び
「
南
東
北
イ
ン
タ
ー
 

ハ
イ
」
に
つ
い
て
広
く
県
民
へ
周
知
す
る
た
め
，
県
内
高
校
生
に
よ
る
開
催
３
０
０
日
前
Ｐ
Ｒ
イ

 

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
 

【
概

 
要
】
 

日
 
時
 
平
成
２
８
年
９
月
１
１
日
（
日
）
午
前
１
０
時
～
午
後
４
時
 

場
 
所
 
ア
リ
オ
仙
台
泉
 

 
内

 
容
 
 

①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
＜
会
場
：
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
＞
 

 
 
・
吹
奏
楽
演
奏
，
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
，
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
の
実
演
 
・
少
林
寺
拳
法
演
武
 

 
 
・
み
や
ぎ
総
文

20
17

大
会
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
む
す
び
丸
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
 

 
 
【
ゲ
ス
ト
】
ロ
ン
ド
ン
五
輪
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
 
千
田
健
太
氏
 

②
高
校
生
が
製
作
し
た
芸
術
作
品
等
の
展
示
＜
会
場
：
４
階
通
路
＞
 

③
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
年
表
・
開
催
競
技
紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
＜
会
場
：
１
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
＞
 

④
生
徒
委
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動

 

 ・
チ
ラ
シ
，
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
  

・
創
造
の
短
冊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

  （
担
当
：
全
国
高
校
総
体
推
進
室
，
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
進
室
）
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        １
９

 

        

○
「
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
２
０
１
６
」
（
本
選
）
を
開
催

 

 
 
本
県
児
童
の
算
数
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
，
数
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
を
育
む

 

一
環
と
し
て
，
昨
年
度
に
引
き
続
き
，
県
内
（
仙
台
市
を
除
く
。）

の
市
町
村
立
小
学
校
の
児

 

童
を
対
象
と
し
た
「
算
数
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
（
算
チ
ャ
レ
）
２
０
１
６
」
の
本
選
を
開
催
し
た
。

 

 
【
概
 
要
】

 

 
 
 
期
 
 
日
 
平
成
２
８
年
９
月
１
０
日
（
土
）

 

 
 
 
会
 
 
場
 
県
庁
２
階
 
講
堂

 

 
 
 
競
技
方
法
 
３
人
一
組
の
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
問
題
を
解
き
，
そ
の
得
点
で
競
う
。

 

（
３
０
問
×
５
点
 
計
１
５
０
点
満
点
）

 

参
加
人
数
 
予
選
を
通
過
し
た
２
８
チ
ー
ム
，
８
４
名

（
当
日
：
１
チ
ー
ム
棄
権
し
２
７
チ
ー
ム
，
欠
席
等
で
８
０
名
）
 

 

結
 
 
果

 
第
１
位
 
名
取
市
立
下
増
田
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：

森
の
く
ま
さ
ん
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
）
 
得
点
９
０
点

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
石
巻
市
立
須
江
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
チ
ー
ム
１
０
０
）
 
得
点
９
０
点

 

 
 
 
 
 
第
２
位
 
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
大
小
元
気
１
０
０
％
）

 
得
点
８
５
点

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
名
取
市
立
増
田
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
増
田
ま
め
先
生
ク
ラ
ブ
）

 
得
点
８
５
点

 

 
 
 
 
 
第
３
位
 
角
田
市
立
角
田
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
Ｂ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｚ
（
バ
ル
タ
ン
ズ
））

 
得
点
８
０
点

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
河
原
町
立
大
河
原
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
さ
く
ら
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
 
得
点
８
０
点

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
崎
市
立
古
川
第
二
小
学
校
（
チ
ー
ム
名
：
古
二
小
Ｂ
チ
ー
ム
）
 
得
点
８
０
点

 

※
予
選
は
７
月
３
０
日
（
土
）
に
開
催
し
，
２
８
４
チ
ー
ム
８
４
７
名
の
児
童
が
参
加
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
担
当
：
義
務
教
育
課
）

 

 



 

 

第４３回東北総合体育大会の結果について  

（第７１回国民体育大会東北ブロック大会）  

 

１  概  要  

（１）競 技 数 ３７競技  

（２）期 日 主会期     ２０競技  

        平成 28 年 8 月 19 日 (金 )～ 8 月 21 日 (日 ) 

       主会期外  １７競技  

（３）会 場 青森県下  ８市４町１村  

        岩手県盛岡市（ｱｲｽﾎｯｹｰ），岩手県奥州市（馬術），  

宮城県柴田町（水泳／水球），  

山形県天童市（水泳／ｼﾝｸﾛﾅｲｽﾞﾄﾞｽｲﾐﾝｸﾞ）  

（４）宮城県選手団  

本部役員  監  督  選  手  合  計  

14 人  105 人  863 人  982 人  

※ ア イ ス ホ ッ ケ ー 競 技 を 除 く 。  

 

２  結  果  

（１）東北各県の状況  

 青森  岩手  宮城  秋田  山形  福島  

国体出場権獲得数  

（全県出場枠を除く）  
34 93 64 34 39 49 

※ 岩 手 は 国 体 開 催 県 の た め 全 種 別 出 場  

※ 陸 上 競 技 ， レ ス リ ン グ ， 自 転 車 ， 相 撲 ， セ ー リ ン グ ， 水 泳 （ 競 泳 ） は 全 県 出 場  

 

３  第７１回国民体育大会について  

（１）競 技 数 正式競技  ３７競技  会期前実施競技（水泳）を含む  

特別競技   １競技  高等学校野球（硬式，軟式）  

（２）主 催 公益財団法人日本体育協会   文部科学省   岩手県  

（３）期 日 本大会  

 平成 28 年 10 月  1 日 (土 )～ 10 月 11 日 (火 ) (11 日間） 

会期前  

 平成 28 年  9 月  4 日 (日 )～  9 月 11 日 (日 ) (8 日間 ) 

（４）会 場 岩手県下  １２市１０町３村  

（５）宮城県選手団  

本部役員  監  督  選  手  合  計  

30 人  76 人  522 人  628 人  

 

資料配付（３）  
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平成２８年度学校の校庭等における空間放射線量率測定結果について 

 

 東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故に伴って放出された放射性物質によ

る県内の学校等への影響について確認するため，県内の学校・保育所等１，４２６施設

において測定を行ったところ，全ての施設で０．２３μ㏜/h(年間の追加被ばく線量   

１m㏜に相当する１時間当たりの空間放射線量率。除染を実施する目安値）を下回った。 

  

１ 測定期間  平成２８年６月から８月まで 

 

２ 測定施設数 １，４２６施設（小・中・高等学校の９１．０％で測定を実施） 

 

３ 測定結果の概要 

（１）0.23μ㏜/h 以上を記録した施設数 

  ・平成 25年度以降，測定を行った全ての施設で 0.23μ㏜/hを下回っている。 

 平成２３年度 平成２４年度 平成２５～２８年度 

０.２３μ㏜/h以上

を記録した施設数 

１６４施設 

（１０.１％） 

２９施設 

（１.８％） 

０施設 

（０％） 

                               

（２）空間放射線量率の推移 

  ・放射性物質の半減期及び風雨などの自然要因による減衰により，昨年度と比較 

   してやや低下した。   

  ・最大値は年々低下しており，平成２５年度以降は基準値を下回っている。 

  ・平均値は調査を開始した平成２３年度以来，６年間とも基準値を下回っている。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

（１）各学校等の測定結果の詳細は，「放射能情報サイトみやぎ」で公表予定 

     （http://www.r-info-miyagi.jp/r-info/school/） 

（２）市町村ごとの測定結果は裏面のとおり 

資料配付（４） 
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  0.23μ㏜/h 

（年度） 

0.23 

除染実施 
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平成28年度学校の校庭等における空間放射線量率測定結果

平均
（μＳｖ/h）

最大
（μSv/h）

 

保
育
所

 

へ
き
地
保
育
所

 

児
童
館

 

子
育
て
拠
点
施
設

 

認
可
外
保
育
施
設

 

認
定
こ
ど
も
園

 

計

市立小・中学校 0.04 0.06 121 63 184

その他学校 0.05 0.10 3 1 26 1 7 38

保育所等 0.04 0.11 127 78 49 2 256 12 268

幼稚園 0.05 0.07 34 34

0.06 0.09 5 10 3 8 1 23 1 24 51

0.05 0.07 6 7 5 2 10 10 30

0.06 0.08 11 17 12 5 1 9 10 3 4 26 72

0.09 0.12 3 10 5 2 1 8 2 10 31

0.06 0.08 6 10 5 3 1 8 9 1 18 43

0.07 0.11 4 7 3 2 1 2 6 1 9 26

0.05 0.06 6 6 4 3 14 2 1 17 1 37

0.07 0.10 4 4 4 1 1 11 3 4 18 1 33

0.05 0.07 14 22 10 3 1 7 7 57

0.05 0.12 11 13 8 5 1 8 1 9 1 48

0.06 0.07 4 8 3 2 8 8 25

0.06 0.12 17 29 11 9 1 45 2 9 2 58 13 138

0.06 0.09 3 5 3 1 2 5 2 9 21

0.08 0.09 1 1 2 1 1 5

0.08 0.10 1 3 2 2 4 1 5 13

0.06 0.09 2 2 2 1 1 1 2 9

0.06 0.10 5 6 3 1 1 3 2 5 2 23

0.06 0.06 1 4 2 1 1 1 1 10

0.08 0.10 9 1 1 3 1 2 1 7 1 19

0.05 0.08 2 6 4 1 8 3 11 24

0.06 0.08 2 3 2 1 2 2 10

0.06 0.07 2 3 1 1 3 1 4 11

0.05 0.07 5 3 2 1 1 2 12

0.05 0.06 6 3 1 1 11

0.04 0.06 2 6 2 1 4 7 11 22

0.04 0.04 1 1 1 3

0.04 0.06 5 8 5 1 1 7 7 27

0.05 0.05 1 1 1 1 1 3 5

0.04 0.05 1 1 1 1 2 2 6

0.07 0.09 3 9 3 1 1 5 6 22

0.05 0.06 3 3 1 1 2 1 1 4 3 15

0.05 0.07 3 6 3 2 2 2 4 6 12 28

0.07 0.08 1 1 1 2 2 1 6

0.06 0.08 5 2 1 2 1 3 11

0.06 0.12 166 359 183 91 1 24 318 26 139 5 66 15 569 35 1,428

合計

　
 
そ
の
他

保育所等　
 
幼
稚
園

　
 
小
学
校

　
 
中
学
校

　
 
高
等
学
校

　
 
中
等
教
育

　
　
特
別
支
援
学
校

県全体

利府町

大和町

大郷町

富谷町

色麻町

涌谷町

美里町

南三陸町

加美町

女川町

亘理町

山元町

大衡村

村田町

松島町

七ヶ浜町

川崎町

柴田町

栗原市

東松島市

大崎市

蔵王町

丸森町

七ヶ宿町

大河原町

岩沼市

登米市

石巻市

塩竈市

気仙沼市

白石市

名取市

市町村名

仙台市

平成28年度

角田市

多賀城市
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